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１．はじめに 

魅力的な国土・都市・地域づくりを評価するグリー

ンインフラ（Green Infrastructures, 以下「GI」とい

う）に関する省庁連携基盤の調査研究は、内閣府の第

3 期戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）にお

ける「スマートインフラマネジメントシステムの構築」

の 6 つのサブ課題の一つに位置づけられている。本サ

ブ課題 e1 では、約 5年の研究期間（令和 5 年度から 9

年度）において、グリーンとデジタルを活用した健全

な国土管理、安全安心な暮らしの実現、ウェルビーイ

ングの向上を実現することを目指し、GI の機能を分野

横断、俯瞰的に評価する手法の確立、効果的な GI 計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のための省庁横断的なデータ基盤の構築、効果的な GI

実装のための認証制度の検討を行うとともに、デジタ

ル技術を活用した GI の導入・維持管理手法を開発・適

用し、有効性の検証を実施するものである。 

サブ課題 e1 では、5 つの研究テーマが設定され、15

の研究機関（令和 7 年度末時点）が携わっている。当

研究所は、サブ課題全体の連絡調整等に携わるととも

に、主に GI の認証制度の検討・実装に関する研究「テ

ーマ 4」について、土木研究所、京都産業大学、筑波大

学、いであ株式会社とともに取組んでいる。本稿では、

サブ課題 e1 の全体概要とともに、「テーマ４」を中心

に令和 7年度の研究成果を報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンインフラに関する省庁連携のため
のデータ基盤の構築

グリーンインフラ機能の評価⼿法開発と全国展開
【研究内容】
多様なグリーンインフラ機能のサプライ・ニーズ・利⽤実態の評価
多元的な主観的ウェルビーイングの評価
グリーンインフラとウェルビーイングの関係性の評価

グリーンインフラの実装に向けた
計画・制度の検討

グリーンインフラ認証制度の検討・実装の検討

グリーンインフラの導⼊・管理技術の開発
テーマ2 テーマ1

テーマ3

テーマ4

テーマ5

【研究内容】
現⾏法制度の可能性と限界の評価
グリーンインフラ整備を実現する⾏政運営⽅法
グリーンインフラ整備を推進する⼈材育成プロ
グラムの開発

【研究内容】
個別事業を対象とし
たグリーンインフラ認
証制度の検討
⾃治体を対象とした
グリーンインフラ認証
制度の検討
⽣物多様性クレジッ
ト等に関する検討

【研究内容】
⼟地利⽤基本計画をはじめとした⼟地利⽤に関
する各種データの⼀元化
整備データのオープンデータ化および利活⽤
利活⽤推進ツールの開発

【千葉県印旛沼流域】
グリーンインフラを⽣かす流域ガバナンスに向け
た研究
グリーンインフラのマップとメニューの整備
地域でのグリーンインフラ推進体制・資⾦メカ
ニズムの構築
他テーマと連携したグリーンインフラ導⼊効果
の検証

【東京都世⽥⾕区】
都市におけるグリーンインフラ形成⼿法の開発
流域・街区・敷地スケールにおけるグリーンイ
ンフラマップの作成
都市における⼩さなグリーンインフラ実装推進
のためのツール開発

【三重県いなべ市】
デジタル技術によるグリーンインフラの機能強
化とコミュニティ創出
⽣物アプリを⽤いた市⺠科学による⾃然環境の
評価
訪問者や登⼭者の⾃然環境⾏動に関する調査
グリーンインフラ情報の整備と活⽤のあり⽅の
検討

ウェルビーイング

ポテンシャル
（サプライ）

ニーズ
（デマンド）

グリーンインフラ機能の評価 ウェルビーイングの評価

機能のフロー
（利⽤実態）

グリーンインフラ機能
・ 洪⽔調整
・ ⽔質浄化
・ 地下⽔涵養
・ ⼆酸化炭素固定
・ ⼤気浄化
・ 暑熱緩和
・ 環境教育
・ ⾥⼭景観の形成
・ ⽣物多様性保全 ほか

GIを⼟地利⽤計画に組み込むこと
を⽬指し、国⼟利⽤計画上の⼟地
区分に注⽬した検討を実施。

土地利用計画

各種行政計画

総合計画

環境基本計画

緑の基本計画

生物多様性地域戦略

都市計画マスタープラン

市町村森林整備計画

農業振興地域整備計画

まちひとしごと創生総合戦略

立地適正化計画

etc…

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

政策や事業等を駆動する要因
として各種⾏政計画に注⽬
した検討を実施。

各種データ類をオープン化。
それらの利⽤を推進するオー
プンソースツールを開発。

支援ツール開発支援ツール開発

対応・関係性
分析，評価

関連諸制度

被覆等，⼟地の状態

自治体認証
（自治体全体）

プロジェクト認証
（民間や自治体の個別事業）

計画内容と計画を実行する体制
の認証

• 地域ごとのグリーンインフラ機能の
価値を踏まえた行政計画策定

（機能価値の把握と計画への反映）

⇒価値を数値で把握しており価値を

保全・向上する方法を示した計画が

策定されていること

• 持続可能な計画実行に必要な体制

※価値：現状のポテンシャル・ニーズ

①事業の計画段階の認証
• グリーンインフラ機能の価値を踏まえ
た事業 計画策定（機能価値の現状と
事業導入による効果の把握と計画へ
の反映）
• 持続可能な事業実施に必要な体制

②事業の管理段階の認証
• グリーンインフラ機能の効果を踏まえ
た管理計画策定
（機能効果の把握と管理計画への反映）
• 持続可能な事業実施に必要な体制
※管理計画は事業計画に含む

計画の
整合性、
実施体
制・モニ
タリング
の 連携
など

図－１ サブ課題 e1 の全体概要図 
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２．GI 認証制度の枠組みの検討 

GI 認証制度を設けることで、効果的で持続可能な質

の高い GI を保全・創出する取組み（以下「GI の取組

み」という）の推進が期待される。この認証制度のメ

リットとしては以下が挙げられる。 

・自治体の競争力の評価につながる 

・企業のサステナビリティ報告など、対外的な評価

に活用できる 

・客観的な評価が得られ、認証を通じて取組みを向

上できる 

・関連する認証制度等の根拠として活用が期待できる 

・将来的には補助金などの予算措置の条件、民間企業の

資金、労働力の拠出根拠としての活用が期待できる 

上記メリットの創出を念頭に、自治体を対象とした

自治体認証では、自治体による GI の取組状況を認証す

ることで、より積極的な GI 活用が図られ、持続可能で

魅力ある地域づくりが推進される枠組みとなるよう検

討を行った。また、民間や自治体の個別事業を対象と

したプロジェクト認証では、個別事業の事業者による

GI の取組みに対し、GI に期待する要件や、自然の多面

的な機能に関する定量的な評価手法を用いて認証をお

こない、高い質が担保された GI の関連事業・活動が推

進されることを目的として枠組みの検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ グリーンインフラ認証制度の枠組み 

 

３．GI 認証手順の検討 

自治体認証及びプロジェクト認証のそれぞれについ

て、図－２で示した枠組みの具体的な実装手順を整理

し、各ステップにおける評価項目と評価内容を示した

（図－３：自治体認証、図－４：プロジェクト認証）。 

 

４．おわりに 

令和 7 年度は、本研究の 2年目で設定した GI 機能を

用いて、自治体認証及びプロジェクト認証の枠組みと

その手順をより解像度を上げて検討した。第 3 期 SIP

の残り 2年間では、本研究で設定した GI 認証制度の枠

組みを複数の自治体等で適用して、具体の課題とその 

図－３ 自治体認証の実装に向けた手順 

図－４ プロジェクト認証の実装に向けた手順 

 

改善項目を抽出することでこの枠組みと手順の見直し

を図り、GI 認証制度の本格運用に向けた知見の集約を

進めていく。 

なお、本研究は、内閣府総合科学技術・イノベーシ

ョン会議の戦略的イノベーション創造プログラム

（SIP) 第 3 期「スマートインフラマネジメントシステ

ムの構築」JPJ012187（研究推進法人:土木研究所）に

よって実施されたものである。 

STEP１：特徴の把握

地域が有するグリーンインフラの基本事項を整理

STEP２：組織活動の把握（定性）

取組の妥当性と行政計画の対応の把握

STEP３：グリーンインフラの現状の評価（定量）

取組の場所の優先度の把握

STEP４：グリーンインフラの効果の評価（定量）

取組による生態系（サービス）機能の向上の把握

グリーンインフラ プロジェクト認証申し込み

グリーンインフラ整備に関するアンケートへの回答

取組評価 事業地の
基礎データの提供
（植生タイプ区分）

事業者自ら
モニタリング調査実施

（調査結果提供）

事業者自ら過去、現
在の植生・土地利用

面積を算定

事務局が過去、現在
の植生・土地利用

面積を算定

基礎データ データベース化

①梅アプローチ
100点満点評価

②竹アプローチ
100点満点評価

③松アプローチ
200点満点評価

基本的な定量的評価を
含むグリーンインフラの

活動の評価

先進的な技術による
定量評価を含むグリーン
インフラの活動の評価

グリーンインフラに関す
る活動の定性的な評価

STEP２：自治体内の自然が有する多様な機能の現状把握
自治体のグリーンインフラの機能の現状（ポテンシャル・ニーズ）を

示す図とその特徴を示す ⇒3つの効果と17の機能

STEP３：自治体が取り組むグリーンインフラ機能の特定

a.自治体における自然に関連した取組とその機能の把握

b.自治体が重要と考える（又は注目する）自然とその機能の特定

c.保全・向上に取り組む機能と行政計画との対応

STEP４：グリーンインフラの取組の具体性
グリーンインフラ機能を保全・向上させる取組について

a.計画、b.効果の推定、c.目標設定、d.空間配置計画の設定、

e.適地マップの作成、f.ウェルビーイングの目標設定

STEP６：情報開示

STEP５：グリーンインフラの取組の持続可能性

a.自治体の実施体制、b.官民連携体制、c.資金計画・資金調達、

d.関連認証取得、e.計画の進捗管理（順応的管理）

STEP１：自治体が有する自然及び土地利用の現状把握

a.流域、b.土地利用、c.5地域区分、d.緑地、e.自然災害


